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現在,環 境 ・経済統合勘定の改訂作業が進め られているが,そ の草稿ではオ

ランダのNAMEA(環 境勘定 を含む国民勘定行列)を 基礎 とするフレームワー

クが見 られる。そこで本稿ではNAMEAの フレームワークについて概観する。

NAMEAは,オ ランダ統計局にて開発 され,1993年 にパイロット版が初めて

調製され,そ の後,環 境指標構築 に対する有効性が認め られ,時 系列でも調製

されてお り,オ ランダの国民経済計算では毎年正規に調製されるようになって

いる。また,ス ウェーデン,ド イッ,英 国,イ タリア,ギ リシャなど多 くの国

でも調製がみられる。

1.国 連 の環境 ・経済統合勘定(UNSEEAI))とNAMEA

NAMEAは,国 民経済計算 と環境勘定を1つ の行列形式 にまとめた統計情

報システムである。NAMEAは,経 済 と環境 の傾向を即座 に観察で きる総合

指標 を提供することと,環 境 と経済政策 ・予測 ・理論などを吟味あるいは立案

しやすい ような統合 され首尾一貫した分析枠組みを提供することを目的として

お り,所 得分配 と使用勘定をも組み込んでいる。さらに,産 業毎や,性 別や教

育水準などの家計グループ毎 に労働収入 を分割することで,雇 用や人的資本問

1)国 連 に よ り提 唱 されて い る環境 経済 統合 勘 定 を意味 す るの にUNSEEAと 呼 ぶ こ

と に す る。 ま た,現 在 改 訂 作 業 中 で あ るUNSEEAをUNSEEA2000と し,

93SNAで サ テ ラ イ ト勘定 と して提 案 され た もの を93UNSEEAと 呼ぶ こ とにす

る。
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題 とも連関するように設計されている。

図1はNAMEAの 概念図である。左上の行列が従来の国民経済計算 に相当

する行列 となってお り,供 給使用表のように行 に使用(受 け取 り),列 に供給

(支払い)が 示 されている。その外側 には,各 種環境問題 に関係する物量デー

タやエネルギーなどに関するデータを国民経済との連関で示すようになってい

る。国民経済計算 に関する経済については貨幣単位で計上 され,環 境 はジュー

ルやキログラム,立 米などの物量単位で計上 される。

国民経済計算 1物量データ1園
圖 匡亟1[壷 画貿易マージン
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排出量
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1雇 用,エ ネルギー,物 量 データ1

出 所:AntonSteurer(2000)

図1NAMEAの 概 念 図

93UNSEEAとNAMEAの 最 も大 きな違いは,NAMEAが 物質勘定 と呼ば

れ るもので国民勘定 を拡張す ることか ら始 まっていることである。一方,

93UNSEEAは 非生産 自然資産の勘定により標準的な資産勘定の大幅な拡張に

焦点を当てている。またNAMEAは,環 境問題により加重調整 された物質(資

源 と廃物)のi集 計値を計上 しているが,93UNSEEAで は廃物の区分はあるが

環境 問題 に よる集 約化 は行 って はい ない ところ も大 きな違 い であ る。

NAMEAで は,1)環 境政策が環境水準 に基づき形成 されることと,2)状

態変化 よりも負荷(圧 力)に 関するデータの方がより利用 しやすい,こ とか ら

各種の環境問題の負荷指標に連関するようになっている。 また,越 境する環境
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フローや,排 出された物質(汚 染物質)の 経済プロセスへの再吸収 も組み入れ

ている。例えば,焼 却施設における廃棄物処理や物質のリサイクルな どがそれ

である。

NAMEAは,UNSEEAに み られるエコ付加価値やエコ ・マージンな どに関

す る計数を計上 していない。つ まり,仮定的な環境費用の計上 に否定的である。

AlfieriandBartelmus(1995)は,各 種の環境 問題に対 して先見 的にその重要

性を与えることとなるので,単 一指標 に集約化することを批判 している。また,

NAMEA開 発者であるKeuning(1996)は 次の ように説明 している(以 下は

Keuning(1996)よ りの引用)。

『修正されたNDPは 明示的なモデル分析 の結果で しかない。自然に対する

所有権が無いため,市 場価格が正確に稀少性 を反映 していないことは周知のこ

とである。価格に(非 持続的な)環 境の使用が導入されるならば,事 実上,経

済における全ての価格 と量が変化するであろう。全ての商品は,非 持続的な方

法で生産されるか,非 持続的な方法で生産され投入に使用 される。環境を考慮

に入れることは,基 準年における全ての商品が,よ り高価格 になることを意味

する。明らかに,全 ての価格が同程度の影響を受けるものではない。事実,実

際の価格変化は様々な要因によっている。また,こ れ らの異なる価格変化は,

あ らゆる種類の代替過程を推 し進める,つ まり,最 終的に経済は実際に我々が

生活 しているものとは完全 に異なるものとなるように思われる。

さらに,た とえ全てが金融資産取得への使用 と貯蓄にまわされようとも,環

境の代わ りに全て貨幣で受け取 る人 もいるであろう。環境産業への投資に対す

る正の効果とともに利率を引き下げることになるかもしれない。これは,再 び

グリーンGDPの 効果を引き上げることになる。 もちろん,環 境の非持続的な

使用にシャドウ ・プライスの類 を割 り当てることは十分合理的である。しかし,

EDPの 正確 な推計 には仮定的な環境支出によるNDPの 減少以上の ものが要求

される。 これは,経 済が持続可能 となった場合に,ど の程度の大きさになるか

を予測するNDPの 再計算を暗示 している。そのようなモデルは,環 境の過剰

開発に対するシャ ドウ ・プライス導入による経済効果に関する現実的な仮説が
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要求される。

一方で仮定的な環境費用,も う一方で市場価格によるNDPと いうのは,リ

ンゴの重さとオレンジの重さを同じようには比較できないことと同様である。

ちょうど,後 者か ら農家 を控除することが矛盾 と本質的に無意味な結果をもた

らすことになる。さらに,そ のような単純 な減算過程によりEDPを 算 出する

ことは,実 質上,真 のEDPを 過小評価す ることになる。

UNSEEAで は,生 産 と所得発生における自然資源の役割の視点から,そ の

枯渇が固定資本減耗 として解釈されるとい う見方をしている。特に,自 然環境

の使用,環 境質の劣化 という結果が,自 然資産の減耗がSNAに おける固定資

本減耗 に類似 していると解釈されている。 しかし,固 定資本減耗 と自然資産の

減耗 とには,2つ の全 く根本的な違いがある。

第一 に,固 定資本減耗はマクロレベルで実際に考慮されている費用である。

あらゆる企業は,固 定資本減耗に対する備えを行っている。そ してこれは,納

税前 に収入か ら控除される。配当はその上で決め られ,投 資なども計画され

る。その後に,国 民勘定では,こ の費用項 目が簡素化される。 もし,企 業が国

民勘定と同じ固定資本減耗の推計値 をそのまま使用するならば,生 産物の価格

はその影響を受けるであろうが,そ のようなことはありそうにもない。そのよ

うな新 しい費用項 目の出現 は,産 出価格に影響 を及ぼす こととなるが,消 費,

貯蓄,投 資,NDPな どへの影響 は付加価値 カテゴリーと制度部門の範囲に決

定的に依存するので,そ のようなケースはありえないであろう。枯渇と劣化は

物量単位で真に現実 となるが,そ れらは誰の所得や貯蓄にも考慮 されてこなか

った。

第二に,固 定資本減耗は過去の実際の投資支出に直接関係する。その とき,

この貨幣は費やされ,費 用 としては記録されない。 しかし,ど んな本質的な効

用 も生み出してはいない。資産の寿命 まで,こ れ らの費用 を拡張す ることは非

常に良い理由であるが,固 定資本減耗は生産の費用であるとSNA2)で 定義 さ

2)SNA,パ ラ6.179。
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れている。一方,実 際の支出は決 して環境資産のために行われないし,付 随す

る収入も無い。しか し,収 入の無い費用の記録は,国 民勘定システムにおける

フロー勘定の基本的勘定規則に矛盾するものである。同じように,生 産勘定で

記録 された全ての費用は,金 融資産の減少,あ るいは支払人の負債増加 を伴う。

仮定的な枯渇や減耗費用が体系の生産勘定に記録 されるならば,こ の原則もま

た侵害されることになる。

いずれにしても,首 尾一貫 した国民勘定システムにおいて枯渇 と減耗 を記録

することの可能性 は無い。一方,こ れ らの減少は,資 産のその他の変化勘定へ

の計上 によりバ ランスシー トで正 しく反映されるべきである。バランスシー ト

におけるバ ランス項 目,つ まり国の正味資産総計はおそらくGDPよ りも不十

分な厚生指標である。 しかし,バ ランスシー トにおいて残余ス トックの価格上

昇 と,確 定埋蔵量の付加の両方は考慮 されるべ きである。この単なる環境の貨

幣化は,そ の重要性を十分 に正当化することはできないであろう。そういうわ

けで,お そ らく1つ あるいはい くつか別々に物的な環境指標 を企画することは

有用である。』

NAMEAは 以下に示す ように国や地域 の主要な環境主題(問 題)に 関する

環境指標 を提示 しつつ,同 時に国民経済の環境へめ連関を表現するように設計

されてお り,集 計化された環境指標値と経済指標値から経済の環境に対するパ

フォーマンスを分析で きるようになっている。

2.NAMEAの 構造

表1は,1991年 のオランダのNAMEAの 縮約版である。表頭表側の各勘定

はカッコ内に示 される分類基準 により細分化 される。NAEMAは,従 来の国

民勘定行列を物質勘定(勘 定11)と 地球環境問題に関する勘定(勘 定12),お

よび国内環境問題に関す る勘定(勘 定13)の3つ の環境勘定により拡張してい

る。そこでは,原 油,天 然ガス と木材の3つ の天然資源の枯渇 と,地 球温暖化,

オゾン層破壊,酸 性化,富 栄養化,廃 棄物,廃 水 という6つ の環境劣化問題が
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取 り上げられている。後述するようにこれ らの環境問題は,各 々,単 一の総合

指標へ と総合化 される。また,従 来の国民勘定行列においても勘定ユa(環 境浄

化サービス)の ような環境関連の取引が抽出され強調されている。

勘定1は,行 に財 ・サービスの中間消費 と最終消費を示 し,列 には国内供給

と輸入 を示 している。 ここでは上述 した廃棄物処理などの環境浄化サービスの

供給 と使用が示 される。勘定2は,家 計消費を環境関連の消費とその他の消費

に分割表示 した特定消費勘定を示 してお り,行 列(1,2)3)が 消費 目的別 に列

ベ ク トル(2,5)へ 再配分 され,セ ル(2a,5)は 環境保護 目的で購入された消

費財を表すことになる。家計消費に伴 う環境負荷(汚 染物質の排出)は 行ベク

トル(2,11)に て示される。詳細版では環境関連,自 家輸送およびその他の消

費に区分されている。勘定3は,行 に財 ・サービスの生産を,列 に中間消費 と

付加価値 を示 している。生産に伴 う環境負荷 は行ベ ク トル(3,11)に 示 され

る。列ベク トル(11,3)は,焼 却施設における廃棄物の再処理や天然資源に関

係す る明示的な支払いの無い投入量 を示 してお り,基 本的に物質のリサイクル

もここで示される。勘定4の 行にはNDP(国 内純生産)の 構成要素と海外か

らの賃金 ・俸給が示される。また列には,1次 所得の企業,家 計,政 府な どの

制度部門への分配と海外への分配が示 される。詳細版では賃金 ・俸給,雇 主の

社会負担およびその他の収入 に区分 されている。勘定5は,所 得の消費と貯蓄

への分配と使用が示される。勘定6で は総貯蓄の総資本形成 と,海 外への純貸

出と資本移転への配分が示 される。勘定7は,全 経済 と海外 との金融収支を表

し,そ の収支はゼロとなるので勘定7の 列は示 されていない。勘定8は,税 勘

定を表し,こ の縮約版では環境税 とその他の税に区分されているが,詳 細版で

はエネルギーや水質汚染などに課される課税に分割表示される。勘定8の 列で

は政府による税徴収が行ベク トル(5,8)で,セ ル(9,8b)で は海外か らの税

徴収が示 される。勘定9と 勘定10で は海外 とのあらゆる取引が表され,勘 定9

では財 ・サービスの輸出入だけでな く,水 や空気 などの環境媒体による越境汚

3)(行 番号,列 番号)を 示す 。
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染 も行ベク トル(9,11)と 列ベク トル(11,9)で 示 される。勘定11は 物質勘定

であ り,列 に10種 類の汚染物質の源泉を記録する。行ベク トル(3,11)は 生産

者起源を,行 ベク トル(2,11)は 消費者起源,行 ベク トル(9,11)は 海外起源

の汚染物質 を示 している。また行ベク トル(6,11)に は天然資源のその他の変

化を示 し,列 ベク トル(11,3)で 天然資源の採取 と経済への再吸収を示 してい

る。また列ベク トル(11,9)で は海外へ越境する汚染が示され,小 行列(11,12)

と(11,13)で は汚染物質が5つ の環境 テーマに再配分 される。天然資源の使

用は6番 目のテーマである天然資源の喪失に配分される。勘定11は キログラム

あるいはジュールの物量単位で示 される。勘定12は,地 球温暖化 とオゾン層破

壊 という2つ の地球環境テーマに関連する物質勘定 を示 し,勘 定13は 酸性化,

富栄養化,廃 棄物および天然資源の喪失 という4つ の国内環境テーマに関連す

る物的勘定を示 している(物 的勘定については後述す る)。

このように環境面では,NAMEAは 国民経済計算の中枢体系の境界を越 え,

物的勘定により境界の拡張を行っている。 また,国 民経済計算に関連する部分

では経済活動 を,公 的サービスを含む産業 と家計の2つ のグループに大別する

とともに,37の 財 ・サービス(商 品)分 類 と20の産業分類の両方 を適用 して三

面等価式が成立する商品勘定 と産業勘定の併記表示(表2【 商品×産業】 と表

3【 産業 ×商品】)を 行っている。これによ り生産 と消費 による環境への影響

を 【環境負荷 ×産業】行列 と 【環境負荷 ×消費】行列で表現することが可能と

なっている(表4)。 また,産 業構造や消費構造の変化 と環境負荷 の関係や需

要 と環境負荷の分析が投入産出分析 と同じ方法で可能 となる。



表1 環 境勘 定 を含 む国民 勘定 行列(縮 約版NAMEA),オ ランダ,1991(百 万 ギル ダー)(1)

勘 定

(分 類)

財 ・サービス
(生産物)

家計消費(目 的)

環 境 あ冒鵠
生 産(
産業分類)

所得の発生(本源的投入

区分)

所得の分配と使用

(部 門)
資 本

税(税 分類)

藏 税 あの窺
海 外
経 常

海 外
資 本

1alb 2a2b 3 4 5 6 8a8b 9 10
財 ・サービス 商業 ・運輸マージン 家計消費 中間消費 政府消費 総資本形成 翰出(1bb)
(生産物) (目的)

環箋浄化サービス 1a 24 6305 1410
その他の財 ・サービス 1b 一 一 710321727 501763 76837 114818 293086

家計消費 家計消費
(目的)

環境 2a 734
その他の目的 2b 321727
生産 3 産出,基本価格
(産業分類)

7627994861

所得の発生 4 国内純生産NDP, 政府へ引き渡されな 海外からの賃金
(本源的投入区分) 要素費用 い付加価値税

429118 1880 820

所得の分配と使用 国民純所得NNI, 財産所得と 税 海外からの財産
(部門) 5 要素費用 経常移転 所得と経常移転

430650 573920 3982137518 60190

資本 6 固定資本減耗 純貯蓄 ・海外からの資本移転
61560 72960 980

金融収支 7 海外への純雛 、。11 海外からの純貸出一17340

税 生産物に課される税 生産に課される 所得と富に課さ 土地に課される付 海外からの税
(税分類) マイナス補助金 その他の税マイ れる税 加価値税と投資に

ナス補助金 課される税
環境税 8a 907 855 2220
その他の税 8b 11245787 2887 88730 992 1050

棚 9 輸入(cif) 海外への賃金 海外への財産所 海外からの税
経常 得と経常移転

267386 1170 67720 160

海外 海外への資本移転 経常勘定
資本 10 一

2350 一18710

物質(フ ロン類とハロン類1000kg,ガ ス 生産における物 海外への越境汚
と石油PJ,そ の他の物質106kg) 質の吸収 染

二酸化炭素CO2 11a
亜酸化窒素N20 11b
メタンCH4 11c

フロン類とハロン類CFCsandHalons 11d

窒素酸化物NOx 11e 488

硫黄酸化物SO2
ア ンモニァNH3
リンP窒素

N

11f
119
11h
lli 2645

159
113
24
581

廃棄物 11j 2595
ガス 11k 138
石油 「 111
地球環境テーマ 環境指標

地球温暖化(地 球温暖化指数GWP) 12a 188890
オゾン層破壊(オ ゾン破壊係数ODP) 12b 3816

国内環境テーマ

酸性化(酸 性化等価係数AEQ)
富栄養化(富 栄養化等価係数EEQ)
廃棄物(キ ログラムKG)
天然資源の喪失(1015ジ ュールPJ)

13a
13b
13c
13d

156
287

23761
-759

供給,市 場価格 家計消費 費用,基本価格 発生した所得の 経常支出 資本支出 租税収入 海外からの経常 海外からの資本収入
計 分配 収入

77391308941 734321727 1002488 431820 1206258 135500 3982139558 336436 一16360

出所=StevenJKeuning&MarkdeHann(1998)
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表1 環 境勘 定 を含 む国民 勘定 行列(縮 約版NAMEA),オ ラン ダ,1991(百 万 ギル ダ ー)(2)

勘 定

(分 類)

物質(フ ロン類 とハロン類1000k&ガ スと石油PJ,そ の他の物質106kg)

C・・N・ ・CH・ 焉 幾 とN・ ・S・ ・m・PN麟 物 ガ・ 石油
地球環境テーマ
地 球 オゾン温暖化 層破壊

国内環境テーマ
灘 化 麟 靴 麟 物 謹 野 計

11allbllclldllellfllgllhllillillklll 12a12b 13a13bl3c13d

財 ・サービス 商品の使用,
(生産物〉 市場価格

環境浄化サービス 1a 7739
その他の財 ・サービス 1b 1308941
家計消費 家計消費による汚染物質の排出 家計消費
(目的)

環境 2a 734
その他の目的 2b 36372246561565151156663 321727
生産 3 生産による汚染物質の排出 生産,基本価格
(産業分類)

128040597244375397191220155125719742 1002488

所得の発生 4 発生した所得
(本源的投入区分)

431818
所得の分配と使用 経常収入
(部門) 5

1206260

資本 6 天然資源のその他の変化 資本収入
1836138 135500

金融収支 7
0

税 納税
(税分類)

環境税 8a 3982
その他の税 8b 139558
海外 9 海外からの越境汚染 海外への経常支出
経常

93992720415 336436

海外 海外への資本支出
資本 10

一16360

物質(フ ロン類とハロン類1000kg,ガ ス 地球環境テーマ 国内環境テーマに対する配分 物質の行く先
と石油pj,そ の他の物質106kg) に対する配分 (物質の蓄積)

二酸化炭素CO2 11a 164412 164412
亜酸化窒素N20 11b 61 61

メタンCH4 11c 726 726
フロン類とハロン類CFCsandHalons 11d 5031 5031

窒素酸化物NOx 11e 158 646

硫黄酸化物SO2 11f 136 295

アンモニァNH3 119 134 247

リンP 11h 166 190

窒素N 11i 1206 1787
廃棄物 11j 23760 26405
ガス 11k 一759 1836
石油 111 138

地球環境テーマ テーマ等価係数,
地球環境

地球温暖化(地 球温暖化指数GWP) 12a 188890
オゾン層破壊(オ ゾン破壊係数ODP) 12b 3816

国内環境テーマ テーマ等価係数,

酸性化(酸 性化等価係数AEQ)
富栄養化(富栄養化等価係数EEQ)廃棄物(

キログラムKG)
天然資源の喪失(1015ジュールPJ)

13a
13b

}1且

国内環境
1§1

23761
-759

物質の源泉 テーマ等価係 テーマ等価係数,国 内環境
言ナ 11644126172850316462952471901787264051836138 数,地 球環境

1888903816 15628723761-759

出所:StevenJKeuning&MarkdeHann(1998)
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表2商 品(財 ・サー ビス)× 産業 行列

酪農品
野菜等
穀物
嗜好品

繊維衣類
紙製品
原木
その他木材

天然ガス
原油

その他石油製品

電力
水道
基礎資材

化学製品
金属製品
輸送機械

家庭用機器
建設
建設材料

砂利
砕石
採石

建築
飲食,宿 泊
修理
通信

運輸
金融
医療

原油・農林水 その他
然産 業 の鉱業

紙パ ・製材 ・
印刷 ・木製品
出版業
39

礁 ツ
金属 ・ その他
機 械 製造業

他
益
業

の

む

そ
公
事 雛

出所:NAMEA92,オ ランダ
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表3産 業×商品行列

曹
ロロ

酪農品 野菜等 穀 物 嗜好品 繊 維衣 類 紙製品 原 木 その他木 材 天 然
ガ ス 原油

ガ ソ

リ ン
そ の 他石油製品 ガ ス 電 力 水 道 基礎資材 化学製品 金属製品

産 業 1負 1b 1C 1d 1e 1f 19 1h 1i 1j 1k 11 1m 1n 10 1P 1q 1r

1 農林水産業 3a 14880 13990 10680 166「 21

2 原油・天然ガス 3b 16861 653 1150 70

3 その他の鉱業 3c 331 383 53

4 食料品 ・タバコ 3d 17797 1797 44237 15175 260 152 27

5 繊維製品 3e 6 5778 16 1 11 14 2

6 製材・木製品 3f 8 8 356 4 5

7 紙パ・印刷・出版業 39 3 23690 12 25 93

8 石油産業 3h 7661 10162 439 47

9 化学工業 3i 13 191 8 1648 4 8 3 702 137 83 1 23332 14131 36

10 ゴム・プラスチック製 品 3j 33 3351 2117 88
11 窯業土石 3k 1 1

12 基礎資材 31 15 115 69 22 46 7408

13 金属 ・機械 3m 29 3 37 23 17698

14 その他製造業 3n 67 3 48 42 53 11235

15 電力 30 232 9576

16 その他公益事業 3P 9364 2王38

17 建設 3q

18 輸送 3r 2

19 廃棄物処理 3s

20 その他サービス 3t 21 61 37 45 1004 764 18 81 207 1334

曹
ロロ

家庭用機 器 建 設 建 設材
料

砂 利 砕 石 採 石 建 築 飲食,宿
泊 修 理 通 信 運 輸 金 融 医 療

公 共
サービス

そ の 他
サービス

商業・運輸 外部的廃
マージン 棄物処理

内部的廃
棄物処理

産 業 1t 1u 1v 1w 1x 1y 1z 1aa 1ab 1ac 1ad 1ae 1af 1ag 1ah 1ailaj 1ak

1 農林水産業 3a 11 40 5 3230 王35 324

2 原油・天然ガス 3b 818 118

3 その他の鉱業 3c 75 469 118 16 58

4 食料品 ・タバ コ 3d 23 72 50 699 905 204

5 繊維製品 3e 2154 24 18 1 836 249 17

6 製材・木製品 3f 3561 44 3385 22 5 134 163 4

7 紙パ ・印刷 ・出版業 39 912 137 5 3066 662 307 32

8 石油産業 3h 942 4 249

9 化学工業 3i 38 54 352 31 1111 937 754

10 ゴム・プラスチック製品 3j 2021 7 1447 4 123 170 0
11 窯業土石 3k 929 25 7659 3 39 14 144 92 57

12 基礎資材 31 56 38 4王7 113 1 285 84 188

13 金属 ・機械 3m 8217 175 316 7585 2096 326 5274 751 157

14 その他製造業 3n 10559 90 66 2573 1426 232 4869 1763 47

15 電力 30 215 1738 291

16 その他公益事業 3P 33 779 0

17 建設 3q 55 48 78930 41 231 608 549 506 215

18 輸送 3r 633 1 243 56 692 34 37210 452 36 37 794 11362 721

19 廃棄物処理 3s 13 3009

20 その他サービス 3t 816 66588 236 1325 19843 12939 15100 243 101407 53084 81161 49805 88174180 2720

出所:NAMEA92,オ ランダ
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表4環 境負荷×産業 ・消費行列 N
蕊

産 業

環境負荷因子
農 林
水産業

原 油 ・
天然 ガス

その他
の鉱業

食料品 ・
タ バ コ 繊維製品

製材 ・ 紙パ
木製品 ・

・印刷 石 油

出版業 産 業
化
工

学
業

ゴム ・

チ ック製 品
プラス 窯土業石

3a 3b 3c 3d 3e 3f 393h 3i 3j 3k

二酸化炭素CO2 11a 10100 1790 380 4820 350 130 162010650 16940 80 3020

亜酸化窒素N20 11b 26.7 0 0 0.1 0 0 00.3 10.3 0.1 1

メタ ンCH4 11c 502 85 0 1 0 0 00 4 0 0

フロ ン類 とハ ロン類 11d 330 0 0 850 0 170 2400 1640 680 0

窒素酸化物NOx 11e 28 6 1 11 1 1 523 40 1 15

硫黄酸化物SO2 11f 2 2 0 1 0 0 070 18 0 8

ア ンモニァNH3 119 182 0 0 1 0 0 00 3 0 0

リンP 11h 133 0 0 6 1 0 20 4 0 0

窒素N 11i 1137 2 0 28 1 0 57 18 0 5

廃棄物 11j 980 30 80 1840 70 120 53060 2230 60 410

廃水 11k 63 4 2 2100 240 28 290 916 5 12

産 業 消 費

環境負荷因子 蓉 霧 義鬼 難 纂 電 力 丞轟 纂 建 設 輸 送 壁 麹 尋.鰻
自 家 その他環境 輸 送

の消費
313m3n303p3q3r3s3t 2a2b2c

二酸化炭 素CO211a 4970147091038920520182010220305011880 1409021080

亜酸化窒素N2011b 0.10.10.30.300.41.60.61.3 2.34.5

メタ ンCH411c 0000810146 58

フロ ン類 とハロ ン類11d 150154080000710660230670 01080

窒素酸化物NOxlle 114367113113936 15421

硫黄酸化物SO211f 120129011855 41

ア ンモニァNH311g 000000000 110

リンPllh 0000000117 012

窒素Nlli 42121043455'18 5674

廃棄物11j 1702802202904044502609502980 906070

廃水11k 11922718410.2221317447183590 15184

欝

蔭
⑫

出所:NAMEA92,オ ランダ
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3.NAMEAの 物的勘定

上述の ようにNAMEAは,物 的投入 ・産出を直接関係する経済活動に系統

的に結びつけている。例えば,ゴ ミ焼却施設からの排出物は環境サービス産業

に関連付 けられ,ゴ ミを発生させたすべての活動に割 り当てられるわけではな

い。同様 に,ゴ ミ焼却か ら出た排出物 もまた環境サービス産業に帰属 させ られ

る。二酸化炭素の排出は,通 常IPCCの ガイ ドラインによ り推計されるが,

IPCCガ イ ドラインでは以下の輸送活動は1国 の二酸化炭素負荷 に含まれる。

・航 空:航 空会社の国籍に関係なく,全 ての国内離発着 と国内航行

・船 舶:国 内港湾間を航行する全ての船舶(全 ての船籍)

・道路輸送:国 内でのあ らゆる車両用燃料の販売量

このIPCCガ イ ドラインでは,国 際輸送手段か らの排 出は含 まれてはいるも

のの,そ れはどの国にも割 り当てられていないので,国 民経済計算の手順 とは

異なるものとなる。国民経済計算規則 に基づけば,人 為的二酸化炭素排出とそ

の他の汚染物を個々の国に系統的に割 り当てることができる。わが国では,国

立環境研究所 により産業連関表 による二酸化炭素排出原単位が用意 されてお

り,こ れを利用することが有用であろう。

NAMEAは,2つ のタイプの物的勘定 をもつ。1つ は物質勘定(勘 定11)

であ り,も う1つ が環境テーマ勘定(勘 定12,勘 定13)で ある。

物質勘定(勘 定11)は,経 済取引に関係する環境負荷総量と,経 済資産や国

民の健康,国 内環境資産を含 む居住者の全ての財産を潜在的に脅かす環境負荷

総量 との相互関係 を記述す るもので,各 物質は物量単位で示 されている。環境

テーマ勘定 との違いは以下の通 りである。

・経常取引には帰属 されないその他の汚染(+)

・海外か らの越境汚染(+);

外国の輸送手段か らの汚染,環 境媒体(表 流水,大 気)に よる汚染の移

動



気
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表1に 示 されている環境負荷因子は,二 酸化炭素,亜 酸化窒素,メ タン,

ロン類 とハロン類,窒 素酸化物,硫 黄酸化物,ア ンモニア,

物の10種 類であるが,詳 細版では廃棄物は固形廃棄物 とされ,廃 水が加えられ

て11種 類の環境負荷因子 となっている。 これらの環境負荷因子は,環 境テーマ

勘定の主題(テ ーマ)と 密接に関係 しており,環 境テーマ勘定においてどのよ

うな主題を設定するかにより環境負荷因子が選定される。これは,環 境勘定を

作成する国や地域における環境問題の重要度に応 じた特定の主題(例 えば水資

源)の 勘定の調製を可能としている。また,前 述のような経済の投入産出構造

と連関する勘定形式であるため,特 定の産業部門と環境 との関係 を記述するこ

とも可能である。 したがって,国 や地域の環境政策課題や 目標に基づ き主題設

定を行い,関 連する環境負荷因子の選定がその物量データの利用可能性 ととも

に行われることになる。

・生産者による吸収(一);

廃棄物焼却やリサイクルのような浄化活動

・海外への越境汚染(一);

他国における当該国の輸送手段の汚染,環 境媒体(表 流水,大 気)に よ

る汚染の移動

ブ

リン,窒 素,廃 棄

環境テーマ勘定は,グ ローバルな環境問題に対応する地球環境テーマ勘定(勘

定12)と 国内の環境問題 に対応する国内環境テーマ勘定(勘 定13)に 大別され

ている。テーマ勘定では,物 質は環境負荷 タイプに従って集計 ・分類され,少

数の集約化 されたテーマ指標 で表現される(表5)。 主題 は,全 国的あるいは

地域的環境問題 に対応 し,対 応する指標は領土内の汚染物質の純蓄積を反映し

ている。地球温暖化やオゾン層破壊 などの地球環境問題については,指 標は国

民経済に属する経済主体 によって発生 した汚染を表 し,こ れ らの地球環境問題

に対する国家の影響度を表すことになる。ただ し,UNSEEAに おける帰属環

境費用と同様にこの指標がこれらの負荷による実際の被害を示 しているわけで

はない。
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表5環 境 テ ーマ と関連 物質

179

環境テーマ 物 質 ウエ イ ト テーマ等価係数

地球温暖化

二酸化炭素

亜酸化窒素

メタン

1

270

11

地球温暖化係数

オゾン層破壊

フ ロ ン11,12,13,112

フ ロ ン113

フ ロ ン114,115

トリ ク ロ ロエ タ ン

四 塩 化 炭 素

ハ ロ ン1301

湘⊥

◎
0

探
)

-
⊥

-
↓

0

・

。

・

1

0

0

0
オゾン層破壊係数

酸性化
窒素酸化物
二酸化硫黄

アンモニア

0.22

0.31

0.59

酸性化等価係数

富栄養化
ン
素

リ

窒

-
⊥

ー
ユ

0
富栄養化等価係数

廃棄物の蓄積 廃棄物 百万kg

廃水 廃水 百万kg

天然資源
ス

油

ガ

石

-
⊥

-
上

1015ジ ュ ー ル

(ウエ イ トは,物 質単位 をテ ーマ等価 量へ 変換 す るため に使用 された重 み であ る)

出所:StevenJKeuning&MarkdeHann(1998)

テーマ勘定では,表5に 示すようにテーマ指標 ごとに関連する物質がウエイ

トにより調整されて等価係数として各テーマ指標 に集計化 されている。本稿で

例示 しているNAMEA表 では示されてはいないが,環 境負荷等価係数により

複数のテーマ指標 を1つ の指標へ統合することも可能 となっている4)。表6は,

3種 類の温室効果ガスを地球温暖化係数(GWP;GlobalWarmingPotentials)

としての指標化 を例示 している。GWPは 各種 ガスの温室効果 をCO2等 価 で表

現するものである。このように等価係数で調整 したテーマ指標値が勘定12,13

4)鷲 田(1999)を 参 照。
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の合計欄 に示されている。このようなテーマ指標値を環境指標 として,生 産や

消費支出に関するGDP等 の経済指標値 とともに,各 物質の源泉 となった生産

や消費などの経済活動の環境主題への影響度や環境効率を分析することができ

る。表7は その1例 を示す。各環境問題に対する影響度は,各 産業のGDP寄

与度(シ ェア)と 環境指標への直接的な寄与度の比である。例えば,こ の表で

は農業 ・漁業部門の富栄養化に対する影響度 はGDPの20倍 強,電 力の地球温

暖化への影響度は24倍 となっている。ただ し,こ の影響度は直接的な影響評価

であ り,産 業間の連関を考慮 した間接効果に配慮すれば値は変化する。

このようにオランダのNAMEAで は,等 価係数による環境指標 を作成 して

いるが,勘 定で設定される環境主題(問 題)に 対応 してエ コ効率指標等の異な

るタイプの環境指標 を作成 し,勘 定表に組み込むことも可能であろう。例えば,

OECDに よるPSRア プローチ5)に 基づ く環境指標 を組み込めば,人 間活動に

よる環境負荷(P)に より環境の状態(S)が どのように変化 しているかを把

握でき,さ らにこの環境の状態(S)に 対 して人間社会が どのような反応(R)

を行っているかを把握することが可能 と思われる。ただ し,行 為 と反応(環 境

と人間社会 との問の反応)に はタイムラグがあるので,時 系列的な比較が必要

となる。

また,地 域間比較 を可能 とするためには,指 標の算定方法,勘 定の調製方法

お よび勘定で使用 され る各種分類方法な どを厳格に統一す る必要がある。

且ann(1999)は,ド イツ,日 本,オ ランダ,ス ウェーデン,英 国において調

製 されたNAMEAの 詳細な比較により,勘 定の統計的矛盾(不 一致)か ら,

多 くの不明瞭な違いがあると指摘 し,国際比較 を有意義なものにす るためには,

NAMEAに 適用 される統計手法の開発がさらに必要であるとしている。

5)P(負 荷;Pressure)S(状 態;State)R(反 応;Response)
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表6温 室効果ガス排出量の地球温暖化係数への変換

ヱ8ヱ

排 出量106kg
地球温暖化係数

GWP/kg
排出量GWP %

二酸化炭素

亜酸化窒素

メタン

164,412

61

728

1

270

11

164,412

16,470

8,008

87%

9%

4%

合 計(勘 定12a) 188,890 100%

出所Hann&Kuening(1996)

表7産 業 のGDPと 環 境 聞題 に対 す る影響 度(オ ラ ンダ,1992)

産 業
国内総生産

(要素費用)

シェア

地球温暖化 オゾン層破壊 酸性化 富栄養化 廃棄物

シェァ 影響度 シェァ 影響度 シェア 影響度 シェア 影響度 シェア 影響度

農… 業,漁 業

原油 ・天然 ガス生産

そ の 他 の 鉱 業

食 料 品 ・ タ バ コ

繊 維 ・ 繊 維 製 品

木 材 ・ 家 具

紙 パ ・ 印 刷 業

石 油

化 学

ゴム ・プ ラスチ ック

窯 業 ・ 土 石

鉄 鋼

金 属 製 品 ・ 機 械

そ の 他 工 業

電 力

その他の公益サービス

建 設

運 輸

環 境 浄 化 サ ー ビ ス

そ の 他 の サ ー ビス

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

4

3

0

3

1

1

2

1

2

1

1

1

3

4

1

1

6

6

0

16

15%38

開:l

l=1:l

l乙1::

調
ilili

l雰::;
24%[コ

髪1::

:劣1::
9%0.1

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

2

0

0

5

0

0

1

0

6

2

0

0

9

4

0

0

6

5

5

4

2

1

2

5

0

0

7

0

0

5

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

∩δ

9臼

1

1

0

0

0

0

0

0

0

8

0

4

0

0

3

1

0

0

1

0

0

0

%

%

%

ρ0

1

0

4

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

1

0

0

0

11

7

0

2

3

0

0

10

0

1

12

4

1

回

回

5
・
11

3

0

3

0

0

0

0

5

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

3

0

2

3

0

0

0

0

0

2

0

0

1

1

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

2

0

0

3

0

0

1

0

2

0

0

0

0

0

1

0

0

1

5

3

8 502

0

0

0

0

0

5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

0

1

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

6

0

0

11

0

1

3

0

14

0

3

1

2

1

2

0

28

2

6

19

口

5

0

0

7

0

0

5

0

0

0

0

0

7

3

0

0

7

3

0

3

1

0

0

3

0

1

1

0

7

0

3

1

0

0

2

0

4

0

0

0

合 計 100%100% 100% 100% 100% 100%

注)影 響度=(各 環境問題 シェァ/GDPシ ェァ)

出所:StevenJKeuning&MarkdeHann(1998)に 加筆修正
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4.お わ り に

NAMEAに 示 されたような累積的な環境負荷 の計算は,産 業間の相互依存

性を考慮 に入れている。つまり,投 入産出分析の援用により,あ らゆる生産者

による汚染は系統的に最終生産,す なわち消費,投 資,輸 出などに配分される。

例えば,電 力生産 による汚染 は,電 力消費量により産業の最終需要に系統的に

帰属できる。例えば,消 費や輸出の間接的な経済と生態系への影響 を示す こと

ができる。 レオンチェフの逆行列の援用 により全ての活動で発生する汚染の最

終生産物の単位あた りの影響度を推計できる(KeuningandDe且ann(1996))。

このためNAMEAは,経 済の構造変化による環境への影響 を分析するマクロ

経済モデルに適用可能である。例えば,線 形計画(LP)モ デルの適用による

最適化分析 も可能であ る。NAMEAを 使用 したLPモ デルは,オ ランダ統計

局では持続可能な経済開発計画(シ ナリオ)の 分析にも適用されている。また,

時系列でNAMEAを 調製することによ り,NAMEAの 将来推計を行 う一般均

衡モデルへの適用 も可能である。

最後に,表8に はSEEA2000Draftで 物的フロー勘定の例 として示 された縮

約版NAMEAを 示す。この表では,財 ・サービスや生産活動,消 費行動の分

類基準が国連統計局によるもので示 されている。また,環 境勘定の部分は,オ

ランダのNAMEAと は大 きく異な り環境指標 としては提示 されてお らず,ト

ン単位で表示される単純な物量表示である。さらに,環 境勘定部分は天然資源

勘定(勘 定11)と 廃物勘 定(勘 定12)と して示 されてい る。以上見て きた

NAMEA表 では,ス トック勘定が省略されている。 しかし,水 資源 などの特

定環境 テーマ に関 す るNEMAEの よ うにス トック計 数 は必要 に応 じて

NAMEAに 組み込むことは可能である。
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表8縮 約 版NAMEA(勘 定1-10は 貨幣単 位,勘 定11-12は 千 トン)(1)

国民勘定行列,経 済界

財 ・サービス 家計消費 生産 所得の発生 所得の分配と 資本 税 海外,経 常 海外,資 本
(個別消費の目的別 消費 (税分類)

勘 定
(主要生産物分類 分類,COICOP)
CPC)政 府

(経済活動の国際
標準産業分類,

(付加価値分類) (部門)

(分 類)
(政府機能の分類,
COFOG)

ISIC)

環境 その他の目的
その他環境税
の税

1alb2a2b 3 4 5 6 8a8b 9 10

国民勘定行列,経 済界
財 ・サービス 商業 ・運輸マージン 家計消費 申間消費 政府消費 総資本形成 輸 出(fob)
(主要生産物分類CPC)

環境浄化サービス 1a 2 12 1

その他の財 ・サービス 1b 一 一 1344 652 158 146 403

家計消費 2 家計消費
(個別消費の目的別分類,
CO工COP)

政府
(政府機能の分類,COFOG)

環境 a 3

その他の目的 2b 344

生産 産出
(経済活動の国際標準産業分類, 3 基本価格表示
ISIC)

151271

所得の発生 純付加価値 政府に引き渡さ 海外からの
(付加価値分類) 4 要素費用表示 れない付加価値 雇用者報酬

税
514 2 1

所得の分配と消費 国内純所得 財産所得と 税マイナス補助 海外からの
(部門) 5 要素費用表示 経常移転 金 財産所得と

経常移転

516 809 7152 67

資本 固定資本減耗 国民純貯蓄 海外からの
資本移転

6 104 82 3

金融収支 7 純貸出(+) 海外からの
純貸出

純借入(一)

34 一34

税 生産物に課される 生産に課されるそ 所得と富に課 土地に課され 海外からの
(税分類) 税マイナス補助金 の他の税マイナス される経常税 る付加価値税 所得と富に

N
◎◎
軋

縄

ら
顛



補助金 課される
環境税 8a 一3 2 2 経常税
その他の税 8b 一67 2 86 1 2

海外,経 常 9 輸入(cif) 海外への 海外への 海外への 国の経常
雇用者報酬 財産所得と 所得と富に 余剰

経常移転 課される
経常税

363 1 66 4 39

海外,資 本 10 海外への
資本移転

8

環境勘定 天然資源開発,消 費 天然資源開発,生 天然資源の
環境界 産 純変化

天然ガス
地下資産
石油 11a 一 38000 一16000

ガス 11b } 27000 一20000

その他 11c 一 172903 一187823

非育成生物資産
木材 11d 500 8080 一7580

魚類 11e 一 600 一600

その他 11f 一 350 一350

水 一 7460 一7460

大気,酸 素と窒素 119 29004 119796 一148800

廃物 廃物の 環境における 国外への
再吸収と 廃物の純蓄積 廃物の移転

大気へ 貯蔵
二酸化炭素CO2 12a 204530

亜酸化窒素N20 12b 69

メタンCH4 12c 1165

窒素酸化物NOx 12d 115 669
二酸化硫黄SO2 12e 100 196

アンモニァNH3 12f 108 99

その他 129 105 2

水へ
リンP 12h 20 82 20

窒素N 12i 117 702 543

その他 12j 10 70 2

固形廃棄物
採鉱 一 9553 一

その他 6700 143058 2398

供給 家計消費 投入 発生した所得の 経常支出 資本支出 租税収入 海外からの 海外からの

計
購入者価格 基本価格 行く先 (控除補助金) 経常収入 資本収入

151341 3344 1286 516 1485 181 7154 473 一31

出所:LondonGroup,SEEA2000Draft

〉
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表8縮 約 版NAMEA(勘 定1-10は 貨幣単 位,勘 定11-12は 千 トン)(2)

環境勘定,環 境界

天然資源 廃物

勘 定 計

(分 類) 地下資産 非育成生物資源 大気へ 水へ 固形廃棄物採鉱

石油 ガス その他 木材 魚類 その他 CO2N20CH4NOx SO2NH3そ の他P N その他 廃棄物 その他
11allbllc 11dlle 11f 12a12b12c12d 12e12f12912h 12i 12j 12k121

1

国民勘定行列,経 済界
財 ・サービス 使用
(主要生産物分類CPC) 購入者価格

環境浄化サービス 1a 15

その他の財 ・サービス 1b 1704

家計消費 2 廃物の総排出量,消 費 家計消費
(個別消費の目的別分類,
COICOP)

政府
(政府機能の分類,COFOG) 39720724正14 47正2H 117 21 一5160

環境 a 3

その他の目的 2b 344

生産 廃物の総排出量,生 産 産出
(経済活動の国際標準産業分類, 3 基本価格
ISIC) 一 16382062664552 2051819094 898 57 955394050

1286

所得の発生 発生 した所得
(付加価値分類) 4 の源泉

517

所得の分配と消費 経常収入
(部門) 5

1551

資本 その他の変化 廃物の総排出量,減 耗資本の処分を含むその他の資源 資本収入

6 220007000一 1000一 一 990-477一 一 一33 24 1 一45290

189

金融収支 7 一

税 納税
(税分類) (控除補助金)

N
◎◎
唱

理

α
bO

心
魂



環境税 8a 7

その他の税 8b 158

海外,経 常 9 国内への廃物の移転 海外への
経常支出

118 87 19 2 14 323 3 一 7656

473

海外,資 本 10 海外への
資本支出

8

環境勘定 天然資源の
環境界 開発

天然ガス
地下資産
石油 11a 22000

ガス 11b 7000

その他 11c 一

非育成生物資産
棚 11d 1000

魚類 1正e 一

その他 11f 一

水
大気,酸 素と窒素 119 一

廃物 廃物の
行く先

大気へ
二酸化炭素CO2 12a 204 530

亜酸化窒素恥0 12b 69

メ タンCH4 12c 1 165

窒素酸化物NOx 12d 784

二酸化硫黄SO2 12e 296

ア ンモニァNH3 12f 207

その他 129 107

水へ
リンP 12h 122

窒素N 12i 1 362

その他 121 82

固形廃棄物
採鉱 9 553

その他. 152 156

自然資源のその他の変化 廃物の源泉

計

220007000一 1000一 一 204530691165 784 296 207 107 122 1362 82 9 553 152156

出所;LondonGroup,SEEA2000Draft
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